


【国保】 
 

D-114 （1→3）-β-Dグルカン（投薬治療中の関節リウマチ患者で、真菌

症・感染症・肺炎等の疑い病名がある場合） 

 

《令和 4 年 9 月 26 日新規》 

 

○ 取扱い 

 原則として、投薬治療中の関節リウマチ患者で、真菌症・感染症・肺炎

等の疑い病名がある場合、（1→3）-β-D グルカンの算定は 3 か月に 1 回ま

で認められる。 

 

○ 取扱いの根拠 

 関節リウマチ患者に対する薬剤投与による副作用として感染症や肺炎

を疑って経過観察を要する場合があるため、医学的に頻回な検査の必要性

が認められる場合を除き、3 か月に 1回までの算定が妥当と考える。 

 


